
項　目 内　容
名称 トウガラシ属 (赤トウガラシ、パプリカ、ピーマンなど)　[英]Capsicum (Red

Pepper、 Paprika、 Green Pepper、 Chili Pepper)　[学名]Capsicum annuum
L. など

概要 トウガラシ属は中南米原産で、少なくとも25種の野生種と5種の栽培種があり、世
界中で栽培、スパイスとして利用されてきた。日本で栽培されている品種のほとん
どはCapsicum annuum L.であり、ここではCapsicum annuum L.に含まれる赤ト
ウガラシやパプリカ、ピーマンなどについて扱う。通常の食品として摂取する他、
カプサイシノイドやカプシノイドを多く含むものはサプリメントとして利用され
る。

法規・制度 ■食薬区分
・トウガラシ　果実、果皮：「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断
しない成分本質 (原材料) 」に該当する。
・シマトウガラシ　果実：「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断し
ない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■日本薬局方
・トウガラシ、トウガラシ末が収載されている。

■食品添加物

・既存添加物
⾹⾟料抽出物 (スパイス抽出物/⾹⾟料/スパイス)︓苦味料等
トウガラシ⾊素 (カプシカム⾊素/パプリカ⾊素/カロチノイド/カロチノイド⾊素/

カロテノイド/カロテノイド⾊素)︓着⾊料
トウガラシ⽔性抽出物 (ガプシカム⽔性抽出物/パプリカ⽔性抽出物/カプシカム

抽出物/トウガラシ抽出物/パプリカ抽出物)︓製造⽤剤
・⼀般飲⾷物添加物

パプリカ粉末︓着⾊料
・天然⾹料基原物質リスト

トウガラシ (カプシカム) が収載されている。

■海外情報
・トウガラシ属︓⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・トウガラシは、⾟味成分 (カプサイシン、ジヒドロカプサイシン、ホモカプサイ
シン、ホモジヒドロカプサイシン）、カロテノイド （α-クリプトキサンチン、β-ク
リプトキサンチン、カプサンチン、カプシアノシドA、カプソクロム、カプソルビ
ン） 、ジテルペン (カプシアノシドＩＩ、III、VI、VIII〜Ⅹ、XIII〜XVII) などを
含む (101) 。
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循環器・
呼吸器

調べた文献の中に見当たらない。

消化系・肝臓 RCT：海外
・胃食道逆流症、過敏性腸症候群ではない機能性消化不良患者30名 (試験群15名、
平均40.2歳、イタリア) を対象とした二重盲検無作為化プラセボ対照試験におい
て、赤トウガラシ0.5 g配合カプセルを食事15分前に （朝食1粒、昼食2粒、夕食2
粒/日） 5週間摂取させたところ、消化器症状の8項目中4項目 (総症状、痛み、満腹
感、吐き気) の軽減が認められた (PMID:12030948) 。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

メタ分析
・1つのデータベースで検索できた症例対照研究10報について検討したメタ分析に
おいて、カプサイシンの摂取は、少量摂取 (9報) で胃がんの発症リスク低下、中～
多量摂取 (10報) でリスク上昇との関連が認められたが 、いずれも試験によるばら
つきが大きかった (PMID:24756832) 。

骨・筋肉 RCT：国内
・閉経後の健康な女性91名 (試験群46名、平均56.3±6.1歳、日本) を対象とした
二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、朝食後にパプリカカロテノイド抽出
物20 mg (カロテノイド1.4 mg含有) /日を24週間摂取させたところ、骨代謝マー
カー (骨型酒石酸抵抗性酸性フォスファターゼ (TRACP-5b)) の減少が認められ
た。一方、骨代謝マーカー (NTx) に影響は認められなかった (PMID:33240029)
。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 RCT︓国内
・健康な成⼈20名 (試験群10名、平均20.7±1.2歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、カプシノイド4.5 mg×2回/⽇を8週間摂取さ
せたところ、鎖⾻上領域の総ヘモグロビン濃度の上昇が認められた。⼀⽅、体重、
体脂肪量、⾎圧、⼼拍数に影響は認められなかった (PMID:27135066) 。
・過体重の成⼈80名 (試験群41名、平均48.9±1.38歳、⽇本) を対象とした⼆重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、⼣⾷後に⾚パプリカ抽出物333 mg (総キサ
ントフィル9 mg、カプサンチン5 mg、β-クリプトキサンチン0.5 mg含有) /⽇を
12週間摂取させたところ、体重、BMI、⽪下脂肪⾯積、総脂肪⾯積、ウエスト周囲
径の低下が認められた。⼀⽅、体脂肪率、内臓脂肪レベル、内臓脂肪⾯積に影響は
認められなかった (PMID:30111683) 。
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RCT︓海外

・過体重または肥満の成人75名 (試験群37名、平均43±8歳、アメリカ) を対象と
した二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、トウガラシ由来カプシノイド 3
mg×2回/日を12週間摂取させたところ、腹部体脂肪率の低下が認められた。一
方、体重、体脂肪率、安静時エネルギー消費量に影響は認められなかった
(PMID:19056576) 。
・血中炎症マーカー (CRP) が高値を示す過体重または肥満の成人女性31名 (平均
57.7±1.6歳、アメリカ) を対象とした二重盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対
照試験において、赤トウガラシ1 g/日を4週間摂取させたところ、体重、体脂肪、
血圧、心拍、血糖値、炎症マーカー (CRP、IL-6、IL-8、IL-10、TNF-α) 、酸化ス
トレスマーカー (F2-イソプロスタン、酸化LDL) に影響は認められなかった
(PMID:23150126) 。

その他 RCT：国内
・肌の紫外線感受性が高めの健康な成人43名 (試験群22名、平均40.7±4.3歳、日
本) を対象とした二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、夕食時に赤パプリ
カ抽出物333 mg (総キサントフィル9 mg、カプサンチン5 mg、β-クリプトキサ
ンチン0.5 mg含有) /日を5週間摂取させたところ、4週目のUV照射による最小紅斑
量の上昇、背部の肌の明るさ喪失の抑制が認められた。一方、4週目のUV照射によ
る最小黒化量、背部の肌の発赤、経表皮水分蒸散量、角層水分量、UV照射していな
い左頬の発赤、明るさ、経表皮水分蒸散量、角層水分量に影響は認められなかった
(PMID:29877227) 。
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